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家庭でできるノロウイルス感染予防

　毎年 11 月から翌年 4 月にかけて、激しいおう吐、下痢を発症するノロウイルスによる感染

症が流行します。ノロウイルスは、2 枚貝の生食による食中毒が有名ですが、感染力が非常に強

く、人から人に感染し、爆発的に流行することがあります。

　感染してから発症するまでの潜伏期間は 10 数時間～数日 ( 平均で 1 ～ 2 日 ) であり、症状

の持続時間も同じくらいです。持病がある人、体力が低下している人は重症化する事もあるので

注意が必要です。

　特効薬はありませんので、脱水にならないように、水分を補給することが一番大切です。

感染予防策

帰宅時、トイレ後、食事前は家族全員、流水と石けんで手洗いをしましょう。

貝類を調理する際は十分に過熱してください。使用後の包丁やまな板はす

ぐに熱湯消毒をしましょう。

調理前後、配膳するときにも流水と石けんで手洗いをしましょう。

おう吐物の処理

（準備）

消毒液（※）を作ります。

「500mlのペットボトル」に「水490ml」と「塩素系漂白剤（ハイタ

ー・ブリーチなど） 10ml（ペットボトルのキャップ2杯）」を入れて、

蓋をしてよく混ぜます。

マスク、使い捨て手袋（ない場合はビニール袋で代用）、エプロンを着用

します。

窓を開け、換気をしながら行ってください。

（処理の方法）

おう吐物をペーパーなどで、外から内側に向かって静かに拭き取り、ビニール袋に入れま

す。

拭き取った場所は消毒液（※）を浸した別のペーパーなどで拭きます。

※金属部分などは腐食の恐れがありますので、約10分後に水に浸したペーパーなどで、消

毒液を拭き取ってください。

※カーペットなど、変色の恐れがある場合は、あて布をして、アイロンを約1分間当ててく

ださい。

拭き取りに使ったペーパーなどは、ビニール袋にいれ消毒液（※）を上から掛けてから、

しっかりと袋の口を縛ります。

おう吐物（ウイルス）の付着した衣類やエプロンは消毒液（※）に10分以上浸すか、85

度以上の熱湯で1分以上になるように熱湯消毒を行い、他のものと分けて洗濯をします。

塩素や高温で衣類が傷む恐れがありますので、十分に注意しましょう。

最後に、流水と石けんで十分に手洗いをします。塩素で手を消毒しないでください。
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復活祭ミサ

平成26年4月23日（水）

バラ園散策

平成26年5月28日（水）

サンタ祭り：平成26年6月28日（土）

防災訓練

平成26年7月9日（水）

不二聖心女子学院親子慰問

平成26年7月25日（金）／ 8月8日（金）

サンタマリア祭ミサ

平成26年8月20日（水）

長寿を祝う会：平成26年9月13日（土）

チアリーディング、職員によるジャズダンス、寸劇「サンタ

マ医院の一日」など、今年もパワフルでした！！

100 歳超の方が 6 名！！　皆様のご長寿をお祝いしました
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